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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

 
棚
底
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

昨
年
中
は
、
振
興
会
事
業
等
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
 

 
さ
て
、
本
年
度
も
３
ヵ
月
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
平
凡
な
中
に
も
充
実

し
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 

役
員
、
各
部
会
員
の
積
極
的
な
頑
張

り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
よ
い
結
果
を
生
ん

で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
に
よ
り

住
民
の
方
々
が
各
事
業
に
関
心
を
も
っ

て
沢
山
参
加
し
て
頂
い
て
い
る
か
ら
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
 

 

例
え
ば
、
十
一
月
の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
参

加
者
八
十
三
名
中
五
十
二
名
が
地
元
棚

底
の
方
で
し
た
。
 

 
平
凡
と
言
え
ば
何
も
変
わ
ら
ず
日
々

過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
響
き
ま
す
が
、
人

間
い
っ
と
き
も
同
じ
で
は
な
く
常
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
 

棚
底
地
区
振
興
会
会
長

 

 
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
近
頃
、
鏡
を
使

う
の
が
嫌
に
な
り
ま
し
た
。
顔
剃
り
を
し

て
い
る
と
歳
を
と
っ
た
自
分
が
は
っ
き

り
映
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
思
い

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
々
大
過
な
く

と
い
う
言
葉
が
あ
て
は
ま
る
毎
日
だ

と
・
・

 

 
ま
た
、
突
然
で
す
が
、
振
興
会
で
は
、
四

月
に
行
っ
て
い
た
倉
岳
登
山
ウ
ォ
ー
ク
を

二
十
八
年
度
か
ら
十
一
月
初
旬
に
実
施

致
し
ま
す
。
振
興
会
全
体
会
議
で
見
直
し

た
結
果
で
す
。
 

 
ま
と
ま
り
の
な
い
新
春
の
ご
挨
拶
に

な
り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
活
気
の
あ
る

郷
土
創
り
の
た
め
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
 

松
 
高
 
 
文
 
武

 

 当町では、３日（日）ひとあし早い成人式が、多目的研修集

会施設であった。今年の新成人は男性８名、女性９名、計１

７名でそのうち１５名が振り袖やスーツ姿で出席した。 

 オープニングでは、天高倉岳校の有志１４名が「倉岳えび

す太鼓」の演奏で新成人を祝った。 

 式典は、新成人の司会で進められ、来賓あいさつで中村市

長が「何事にも立ち向かう勇気を持って、逆境に負けない強

い心で人生を切り拓き、未来に大きく羽ばたいて欲しい」と式

辞、石井教育長が代読された。 
 終了後は、青年団による毎年恒例の「茶話会」が催され、
新成人一人ひとりが近況と将来の目標を発表していた。 

   



295

１２月末

742

　人口動静

世　帯　数 人　　口

１１月末 １２月末

459（+1）

１１月末

1,090

742（0）

棚　底 488 488（0） 1,159 1,158（-1）
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295（0）

1,091（+1）

合　計 1,241 1,242（+1） 2,991 2,991（0）

宮　田 458

主な行事予定 

 
市
で
は
、
「
棚
底
城
跡
整
備
活
用
基
本
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
棚
底
城
の

史
跡
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
る
た
め
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、
城
主
の
館
で
あ

る
Ⅰ
郭
を
守
る
土
塁
・
空
堀
の
延
長
や
構
造
を
把
握

す
る
た
め
の
も
の
で
、
調
査
は
今
年
３
月
ま
で
行
う
予

定
で
す
。
 

 
発
掘
現
場
に
担
当
者
が
い
る
時
は
、
随
時
見
学
で
き

ま
す
の
で
、
現
地
に
足
を
運
ん
で
、
戦
国
時
代
の
息
吹

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

  
こ
れ
か
ら
の
予
定
 

 
 

 
１
月
 
第
２
回
整
備
活
用
計
画
策
定
検
討
委
員
会
 

 
３
月
 
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
 

  
 
 
 
 
 
 
 
（
天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

内容     ①認知症を予防する生活のススメ 

         ②転ばぬ先の知恵 

講師    済生会みすみ病院作業療法士 

日程    平成２８年２月７日（日） 

       午前１０時から正午ごろまで 

場所    倉岳多目的研修集会施設 

参加料    無料 

申込方法  ２月５日（金）までに電話又は書面 

         棚底地区コミュニティセンター  

                      （℡６４－３６６４）       

          市役所倉岳支所    （℡６４－３１１１） 

 近年、高齢化率の向上とともに認知症患者数が増え

つつある。厚生労働省の推計では１０年後の２０２５年

には７００万人、つまり、６５歳以上の５人に１人が発症

の可能性があると発表した。 

 講座では、認知症と物忘れの違いや認知症を予防す

る生活の中の知恵・知識、また、生活習慣についてリ

ハビリ（作業療法）の視点からお話して頂く。 
 転ばぬ先の知恵、予防法を学び快適な老後を！ 

２５日から小、中、高とも冬休みに入るため前日、

地域づくり部会と学校、防犯協会が合同で防犯

パトロールを実施した。夕暮れ前の午後５時、倉

小を起点として２班に分かれ、事件・事故防止の

観点から校区内を巡回した。幸い、外出している

子供もいなく、また、不審者も見かけず安心した。 

１月１７日（日）天草市消防団出初式 
 
１月２４日（日）倉岳地区公民館         
     町民総幸福量のまちづくり講座 

２月 ７日（日）健康講座 
     認知症を予防する生活のススメ 

２月 ７日（日）倉っ子フェスタ 
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